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いつも、文化の森てんえい 「図書室」をご利用いただき、ありがとうございます。

今月も皆さんからのリクエストのほか、新刊・話題の本を数多く取り扱っていきます

ので、ぜひ利用してみてください。

文化の森 てんえい図書室では、ご利用していただく皆さんから頂いたリクエストを参考に新刊から話題作ま

で多様なジャンルの本を揃えていますが、その中で、特に話題となっている本や作家を特集したコーナーを受

付前方に設置してありますので興味のある方はぜひご利用ください。

また、英語の本や絵本の特集コーナーについても新たに設置していきますのでそちらも併せてご利用ください。

月間おすすめ本紹介コーナーでは、読者の皆さんから図書室内の本について他の人にお勧めしたい本を２００文字程度で

書いてもらいその作品を紹介するコーナーとなります。

おすすめ本紹介は、図書室カウンター前に応募用紙がありますので、おすすめしたい本がありましたらぜひ投稿してください。

・募集期間 平成２８年５月２日（月）～平成２９年２月２８日（火）

・募集内容 文化の森 てんえい「図書室」内にある図書

・投稿文字数 ２００文字程度

・その他 投稿してい頂いたお礼に、参加賞を贈呈いたします。

平成２９年 １月１２日発行

・おすすめしたい本を２作品紹介いたします。

館長のおすすめ本

【異類婚姻譚】 本谷有希子 作 講談社

この短編集は、はたしてホラーなのか、メルヘンなのか。

テレビでお馴染みの「アメトーーク」で、芥川賞作家でお笑い芸人の又吉直樹さんが紹介した一冊で

ある。何気ない日常の夫婦生活の中においての違和感が増大していく。性格の違う二人が、同じ幸せ

を求めて選択した結婚。

ただしかし・・・・。行きついた先には、・・・

「異類婚姻譚」の他、「（犬たち）」、「トモ子のバウムクーヘン」、「藁の夫」が収めてある短編集。読み

終わったあとに、もやもや感がすごい。

Ｔ さんのおすすめ本

【さみしかった本】 ケント・バーンハイマ― 作 岩崎書店

ある日、図書館に入った一冊の新しい本。うぐいす色の表紙で、大きなキノコと女の子が描かれている

その本は、たくさんの人に読まれ、たちまち図書館の人気者になりました。しかし、年月が経ち古ぼけて

しまうと、読んでくれる人はいなくなり、本はさみしくてたまりませんでした。

そんなある日、本は一人の女の子と出会います。女の子は本をとても気に入り、何度も何度も読みました。

時には月明かりで読んだりもしました。女の子と一冊の本の出会いの物語。夢中になれる本に出会えた女

の子と、大切にしてくれる人に出会えた本はとても幸せだと思います。

私たちもずっと大切にできる本に出会いたいですね。


